
公的年金改革の評価と課題
GPI関西フォーラム・年金パネル

2008年９月

関西学院大学 経済学部 准教授

上村敏之

1Copyright © 2008 T. UEMURA



急激な高齢化の進展（単位：1000人）
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総務省『国勢調査』および国立社会保障・人口問題研究所(2006)『日本の将来推計人口』



高齢者1人を生産年齢人口何人で支えるか
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国立社会保障・人口問題研究所(2006)『日本の将来推計人口』の出生中位・死亡中位仮定



年齢別の人口構成の推移
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国立社会保障・人口問題研究所(2006)『日本の将来人口推計』の出生中位・死亡中位仮定



政府が力を入れるべきと思う事項
（複数回答）

Copyright © 2008 T. UEMURA 5
内閣府「国民生活に関する世論調査」



公的年金改革の概要（１）
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公的年金改革の概要（２）
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2004年改革による

保険料水準固定方式
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ライフサイクル・モデルの概要
• CRRA型ライフサイクル効用関数U=U（各年齢の消費C）

• 予算制約式 遺産や借り入れはないと仮定

• 貯蓄がゼロにならない流動性制約

• 20歳～80歳まで生存し、81歳で死亡と仮定

• 消費のオイラー方程式

• 年金の拠出・給付バランスβ

• β＝給付の割引現在価値／拠出の割引現在価値

• 『賃金センサス』『家計調査』『全国消費実態調査』、利子率、
経済成長率など利用

• 過去の公的年金制度と税制を考慮
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1940年生まれ世代の所得（単位：1000円）
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1985年生まれ世代の所得（単位：1000円）
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拠出・給付バランスの推移
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拠出・給付バランスの変化率
（対1973年制度）
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期待効用の推移（対1973年制度）
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1944年生まれ世代の第Ⅹ分位の所

得と消費の推移（2004年制度）
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1944年生まれ世代の第Ⅰ分位の所

得と消費の推移（2004年制度）

Copyright © 2008 T. UEMURA 16



公的年金制度への関心度
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NIRA(2007)『年金制度と個人のオーナーシップ』



年金不信の理由
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NIRA(2007)『年金制度と個人のオーナーシップ』



年金給付は次世代を考慮する必要はない
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NIRA(2007)『年金制度と個人のオーナーシップ』



将来不利にならないように現高齢者の給
付を引き下げるべき
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NIRA(2007)『年金制度と個人のオーナーシップ』



公的年金に関する問題への正答率
（ ）内は正解
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NIRA(2007)『年金制度と個人のオーナーシップ』



公的年金制度に関する周知状況
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社会保険庁(2007)「公的年金加入状況等調査」



国政選挙における世代別の投票率
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財団法人 明るい選挙推進協会



公的年金制度に関して知りたいこと
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社会保険庁(2007)「公的年金加入状況等調査」



公的年金のガバナンス構造
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